






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































葉は剣状、長さ 30～ 70 センチメート
ル、幅２～３センチメートル、先は少
し垂れ、中央脈は不明、光沢はない。
葉は剣状で長さ 30～ 60 センチメート
ル、幅 0.5～ 1.2 センチメートル、中
央脈が目だつ。
開花時期




６～７月、高さ 40～ 80 センチメート
ルの花茎を出し、径約 10 センチメー
トルの赤紫色花を数個開く。
外花被片の
形状
外花被片（がいかひへん）は楕円（だ
えん）形で長さ約 10 センチメートル、
中央脈に沿って中央から下に黄色の斑
（ふ）がある。
外花被片（がいかひへん）の弦部は広
倒卵形で垂れ、長さ５～７センチメー
トル、中央より下に中央脈に沿って白
色または淡黄色の斑紋（はんもん）が
ある。
内花披片の
形状
内花被片は矛形で直立する。 内花被片は狭長楕円形、長さ約４セン
チメートルで、直立する。
分布場所
湿地や水辺に群生し、日本全土のほ
か、朝鮮、中国東北部、シベリア東部
に分布する。古来、花汁を用いて布を
染めたので書き付け花とよばれ、転化
してカキツバタとなったという。
山地の草原や湿地に生え、日本全土、
および朝鮮半島、中国東北部、シベリ
ア東部に分布する。
10
常
な
ら
ぬ　
人
国
山
の　
秋
津
野
の　
か
き
つ
は
た
を
し　
夢
に
見
し
か
も　
（
巻
七
・
一
三
四
五
）
住
吉
の　
浅
沢
小
野
の　
か
き
つ
は
た　
衣
に
摺
り
付
け　
着
む
日
知
ら
ず
も　
（
巻
七
・
一
三
六
一
）
我
れ
の
み
や　
か
く
恋
す
ら
む　
か
き
つ
は
た　
に
つ
ら
ふ
妹
は　
い
か
に
か
あ
る
ら
む　
（
巻
十
・
一
九
八
六
）
か
き
つ
は
た　
に
つ
ら
ふ
君
を　
ゆ
く
り
な
く　
思
ひ
出
で
つ
つ　
嘆
き
つ
る
か
も
（
巻
十
一
・
二
五
二
一
）
か
き
つ
は
た　
佐
紀
沼
の
菅
を　
笠
に
縫
ひ　
着
む
日
を
待
つ
に　
年
ぞ
経
に
け
る　
（
巻
十
一
・
二
八
一
八
）
か
き
つ
は
た　
佐
紀
沢
に
生
ふ
る　
菅
の
根
の　
絶
ゆ
と
や
君
が　
見
え
ぬ
こ
の
こ
ろ　
（
巻
一
二
・
三
〇
五
二
）
か
き
つ
は
た　
衣
に
摺
り
付
け　
ま
す
ら
を
の　
着
襲
ひ
狩
す
る　
月
は
来
に
け
り　
（
巻
十
七
・
三
九
二
一
）
　
こ
れ
ら
の
和
歌
に
は
共
通
点
が
あ
る
た
め
、
詳
細
を
確
認
す
る
。
　
ま
ず
、〈
佐
紀
沢
（
沼
）〉
と
あ
る
よ
う
に
、
カ
キ
ツ
バ
タ
は
水
辺
に
咲
く
花
で
あ
る
。
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
も
湿
地
に
咲
く
花
で
あ
り
、
生
息
地
が
共
通
し
て
い
る
。
一
九
八
六
番
歌
や
二
五
二
一
番
歌
に
は
「
か
き
つ
は
た　
に
つ
ら
ふ
」
と
あ
る
が
、
原
文
に
は
以
下
の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
一
九
八
六
番　
　
 
吾
耳
哉 
如
是
恋
為
良
武 
垣
津
旗 
丹
頰
合
妹
者 
如
何
将
有
二
五
二
一
番　
　
垣
幡 
丹
頰
経
君
 
率
尓 
思
出
乍 
嘆
鶴
鴨
　
他
に
、「
に
つ
ら
ふ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
歌
の
例
と
し
て
、
一
九
一
一
番
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
一
一
番　
　
 
さ
に
つ
ら
ふ　
妹
を
思
ふ
と　
霞
立
つ　
春
日
も
く
れ
に　
恋
ひ
渡
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
 
左
丹
頰
経 
妹
乎
念
登 
霞
立 
春
日
毛
晩
尓 
恋
度 
可
母
　
「
さ
に
つ
ら
ふ
」
の
意
を
、「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
は
、「
さ
に
つ
ら
ふ
│
赤
み
を
帯
び
た
、
の
意
か
。「
に
つ
ら
ふ
妹
」（
一
九
八
六
）
と
い
う
例
も
あ
る
。
サ
は
接
頭
語
。
ニ
は
丹
で
あ
ろ
う
が
、
ツ
ラ
フ
の
語
性
不
明
。
ツ
ラ
の
原
文
に
「
頬
」
の
字
を
用
い
た
の
は
、
頬
紅
を
使
用
す
る
化
粧
法
が
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
か
。」
と
注
釈
し
て
い
る
。
　
「
丹
」
は
赤
土
の
こ
と
を
指
し
、
古
代
に
お
い
て
赤
く
化
粧
を
す
る
際
の
顔
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
原
文
と
解
説
に
鑑
み
る
と
、〈
頬
が
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
こ
と
〉
の
比
喩
と
し
て
和
歌
に
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
一
九
八
六
番
歌
・
二
五
二
一
番
歌
も
、
頬
が
染
ま
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
　
問
題
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
歌
で
詠
ま
れ
る
女
性
の
頬
が
、
青
紫
の
花
で
あ
る
は
ず
の
カ
キ
ツ
バ
タ
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
で
は
、
こ
の
矛
盾
を
「
今
日
い
う
か
き
つ
ば
た
と
の
異
同
は
不
明
」
と
し
て
い
る
。
11
　
し
か
し
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
や
『
全
文
全
訳
古
語
辞
典
』
の
〔
杜
若
〕
の
項
に
は
、「
濃
紫
色
、
紫
の
花
」
と
説
明
が
あ
り
、
前
掲
し
た
表
と
照
合
す
る
と
、
特
徴
と
し
て
は
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
項
に
当
て
は
ま
る
。
　
ま
た
『
色
の
名
前
』
で
は
、「
杜
若
色
」
は
、
菖
蒲
色
（
現
在
の
ア
ヤ
メ
）
よ
り
も
赤
み
の
強
い
紫
を
指
し
、
そ
の
華
や
か
な
色
か
ら
美
人
の
形
容
に
用
い
ら
れ
、「
丹
つ
ら
ふ
（
赤
み
の
あ
る
美
し
い
色
の
意
）」
に
か
か
る
枕
詞
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る11注
。
以
上
に
鑑
み
る
と
、
万
葉
時
代
の
カ
キ
ツ
バ
タ
は
青
紫
色
で
は
な
く
、
赤
紫
色
の
花
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　
要
す
る
に
、
古
代
に
お
い
て
は
花
の
分
類
が
曖
昧
だ
っ
た
た
め
、
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
と
カ
キ
ツ
バ
タ
が
混
同
さ
れ
、
同
じ
花
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。か
な
り
時
代
は
下
る
が
、先
に
触
れ
た
「
い
ず
れ
菖
蒲
か
杜
若
」
と
い
う
文
言
も
あ
る
。
　
考
察
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
和
歌
を
取
り
上
げ
た
い11注
。
詞
書
： 
藤
原
の
か
つ
み
の
命
婦
に
す
み
侍
り
け
る
を
と
こ
、
人
の
手
に
う
つ
り
侍
り
に
け
る
又
の
と
し
、
か
き
つ
は
た
に
つ
け
て
か
つ
み
に
つ
か
は
し
け
る
い
ひ
そ
め
し
昔
の
や
と
の
杜
若
色
は
か
り
こ
そ
か
た
み
な
り
け
れ
 
（『
後
撰
和
歌
集
』
一
六
〇
番
歌　
良
岑
義
方
朝
臣
）
　
良
岑
義
方
は
平
安
時
代
の
官
吏
で
あ
る11注
。
こ
の
和
歌
は
『
後
撰
和
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
た
、
菰
説
が
提
唱
さ
れ
る
以
前
の
作
品
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
詞
書
に
着
目
す
る
。「
良
岑
義
方
が
〈
藤
原
の
か
つ
み
の
命
婦
〉
に
、〈
か
き
つ
ば
た
〉
に
文
を
添
え
て
送
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「〈
か
つ
み
の
命
婦
〉
が
い
な
く
な
っ
た
家
の
〈
か
き
つ
ば
た
〉、
こ
の
〈
色
〉
だ
け
が
名
残
で
あ
る
」。
つ
ま
り
〈
か
つ
み
〉
と
い
う
名
前
は
、
カ
キ
ツ
バ
タ
の
色
に
喩
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
色
と
い
う
語
に
は
多
々
意
味
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
様
子
が
類
似
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
『
後
撰
和
歌
集
全
釈
』
に
「
初
め
」
に
「
染
め
」
を
掛
け
る
」
と
言
及
が
あ
る
よ
う
に
、
書
付
花
と
し
て
あ
え
て
カ
キ
ツ
バ
タ
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
木
船
重
昭
氏
が
「
義
方
が
贈
っ
た
か
き
つ
ば
た
が
、
実
際
に
〈
昔
の
屋
戸
の
杜
若
〉
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い11注
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
か
つ
み
の
命
婦
の
喩
え
と
し
て
詠
ま
れ
る
花
を
カ
キ
ツ
バ
タ
に
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
ま
た
、『
堀
河
院
百
首
』
二
五
七
番
歌
に
も
、
花
か
つ
み
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る11注
。
は
な
か
つ
み　
ま
し
り
に
さ
け
る　
か
き
つ
は
た　
た
れ
し
め
さ
し
て　
き
ぬ
に
す
る
ら
む
　
『
堀
河
院
百
首
』
の
成
立
は
、『
能
因
法
師
集
』『
能
因
歌
枕
』
よ
り
も
後
年
に
な
る
。「
和
歌
文
学
大
系
」
の
意
訳
「
花
か
つ
み
に
ま
じ
っ
て
咲
い
て
い
る
杜
若
を
、
誰
が
わ
が
も
の
と
し
て
標
を
め
ぐ
ら
し
、
衣
に
摺
り
染
め
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。」
に
鑑
み
る
と
、〈
花
か
つ
み
と
カ
キ
ツ
バ
タ
が
混
合
さ
れ
た
〉
こ
と
、〈
共
に
絹
に
摺
ら
れ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
た
〉
こ
と
が
わ
か
る
。
後
者
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
カ
キ
ツ
バ
タ
と
ノ
12
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
〈
色
〉
と
〈
書
付
花
の
役
割
〉
が
重
複
し
て
い
た
の
は
明
瞭
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
一
三
六
一
・
三
九
二
一
番
歌
の
「
か
き
つ
は
た
衣
に
摺
り
付
け
」
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
〈
カ
キ
ツ
バ
タ
の
花
汁
を
衣
に
摺
り
つ
け
て
衣
装
を
染
め
る
行
為
〉
を
意
味
し
、「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
は
、「
こ
の
摺
ル
は
摺
り
染
め
に
す
る
こ
と
。
布
の
上
に
型
紙
や
型
木
を
当
て
、
そ
の
上
か
ら
染
料
を
付
け
た
刷
毛
で
摺
っ
て
模
様
を
染
め
出
す
、
い
わ
ゆ
る
捺
染
を
い
う
。」
と
注
釈
し
て
い
る11注
。
　
こ
の
表
現
は
、
前
述
し
た
第
五
句
の
【
裳
摺
】
と
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
カ
キ
ツ
バ
タ
と
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
近
い
種
で
あ
っ
た
以
上
、
似
た
花
を
用
い
た
女
郎
が
、【
裳
摺
】
と
い
う
女
性
的
な
衣
装
の
表
現
へ
改
称
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
平
安
時
代
に
は
こ
の
語
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
女
郎
が
意
図
を
込
め
て
創
作
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
　
ま
た
、
三
九
二
一
番
歌
の
背
景
に
も
着
目
し
た
い
。「
か
き
つ
ば
た
で　
衣
を
擦
り
染
め
に
し　
ま
す
ら
お
が　
着
飾
っ
て
狩
を
す
る　
そ
の
月
は
来
た11注
」
と
い
う
内
容
か
ら
、
薬
狩
を
行
う
月
初
め
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
　
「
薬
狩
」
と
は
何
か
。
福
島
千
賀
子
氏
は
、「
中
国
の
民
間
習
俗
を
纏
め
た
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
は
、
五
月
五
日
を
節
と
し
て
、
摘
み
草
を
す
る
神
事
・
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
記
述
が
あ
り
」、「
日
本
に
お
け
る
「
薬
猟
」
の
行
事
は
、「
中
国
の
薬
摘
み
」
と
「
高
句
麗
の
鹿
猟
」、
そ
し
て
「
魂
ふ
り
」
等
の
日
本
古
来
の
風
習
が
習
合
し
生
ま
れ
た
宮
廷
儀
礼
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
薬
猟
」
が
端
午
の
節
句
の
行
事
と
重
な
り
、
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る1注注
。
　
三
九
二
一
番
歌
で
、
カ
キ
ツ
バ
タ
が
薬
狩
と
併
記
さ
れ
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
カ
キ
ツ
バ
タ
が
菖
蒲
と
同
じ
く
旧
暦
五
月
に
咲
く
花
で
あ
り
、
カ
キ
ツ
バ
タ
で
染
め
た
服
を
纏
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
福
島
氏
は
、「
実
際
に
暦
の
上
で
両
者
の
一
致
を
見
な
い
年
は
、
五
月
五
日
即
ち
夏
至
と
見
な
し
て
薬
猟
が
挙
行
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
、
五
月
五
日
と
夏
至
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る11注
。
表
と
照
合
す
る
と
、
カ
キ
ツ
バ
タ
は
陽
暦
五
〜
六
月
、
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
は
六
〜
七
月
に
か
け
て
開
花
す
る
。
夏
至
の
荒
れ
た
天
候
で
茂
る
菖
蒲
と
似
た
環
境
で
花
を
咲
か
せ
る
の
は
、
カ
キ
ツ
バ
タ
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
以
上
、
カ
キ
ツ
バ
タ
と
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
に
関
し
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
ほ
ぼ
差
異
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
薬
狩
の
時
期
に
当
て
は
め
て
も
、
開
花
時
期
は
両
者
と
も
に
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
混
同
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
　
た
と
え
中
臣
女
郎
が
カ
キ
ツ
バ
タ
と
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
区
別
し
て
い
た
と
し
て
も
、〈
衣
摺
〉
に
類
似
し
た
〈
裳
摺
〉
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
時
点
で
、
花
か
つ
み
に
カ
キ
ツ
バ
タ
の
能
力
・
用
法
を
重
ね
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
　
ま
た
、『
後
撰
和
歌
集
』
一
六
〇
番
歌
に
お
い
て
、
良
岑
義
方
が
〈
か
つ
み
の
命
婦
〉
を
花
か
つ
み
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
が
、
菰
説
が
提
唱
さ
れ
る
以
前
の
創
作
で
あ
る
こ
と
も
注
視
さ
れ
る
。
　
更
に
、『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』〔
杜
若
〕
の
項
に
は
、「『
万
葉
集
』
13
か
ら
『
後
撰
和
歌
集
』
頃
ま
で
は
夏
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
る
が
、『
堀
河
院
百
首
』
以
後
は
春
の
歌
題
と
さ
れ
た
。」
と
あ
る11注
。
検
討
し
た
二
五
七
番
歌
は
「
杜
若
」
歌
群
の
筆
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
類
語
と
し
て
〈
花
か
つ
み
〉
も
春
の
季
語
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
少
な
く
と
も
『
堀
河
院
百
首
』
が
詠
ま
れ
た
場
に
お
い
て
、
花
か
つ
み
が
春
の
植
物
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
者
は
お
ら
ず
、
カ
キ
ツ
バ
タ
が
春
の
季
語
で
あ
る
と
い
う
概
念
が
、
現
代
に
至
る
ま
で
主
流
で
あ
る
こ
と
を
み
て
も
、
花
か
つ
み
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
和
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、〈
花
か
つ
み
＝
花
菰
〉
で
あ
る
可
能
性
は
、
花
が
咲
く
季
節
の
不
一
致
に
よ
り
、
否
定
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
筆
者
は
、
中
臣
女
郎
は
『
万
葉
集
』
六
七
五
番
歌
の
〈
花
か
つ
み
〉
を
旧
暦
五
・
六
月
に
咲
く
花
と
し
て
設
定
し
て
い
た
と
主
張
し
た
い
。
よ
っ
て
、
新
暦
八
月
〜
一
〇
月
（
旧
暦
七
〜
九
月
）
に
か
け
て
咲
く
菰
の
花
は
対
象
外
と
な
り
、〈
花
菖
蒲
説
〉
が
正
当
な
説
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
女
郎
が
カ
キ
ツ
バ
タ
と
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を
明
確
に
区
別
し
て
お
ら
ず
、
花
か
つ
み
が
カ
キ
ツ
バ
タ
を
指
し
て
い
た
可
能
性
も
残
る
が
、
少
な
く
と
も
、
元
来
の
〈
花
か
つ
み
〉
が
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
花
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
対
し
て
『
古
今
和
歌
集
』
六
七
七
番
歌
は
、〈
陸
奥
国
〉
と
歌
枕
が
入
っ
て
い
る
分
、
方
言
〈
か
つ
み
〉
を
用
い
て
創
作
し
た
可
能
性
は
残
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
イ
ネ
科
で
あ
る
菰
の
花
は
小
さ
く
地
味
な
も
の
で
、群
衆
の
中
で
一
際
目
立
つ
女
性
の
比
喩
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
　
推
測
だ
が
、『
古
今
和
歌
集
』
六
七
七
番
歌
の
〈
花
か
つ
み
〉
は
、〈
か
つ
み
〉
部
分
を
菰
の
方
言
と
し
て
組
み
込
み
、
か
つ
そ
れ
を
形
状
が
似
た
〈
葉
菖
蒲
の
葉
〉
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
花
菖
蒲
は
〈
花
の
あ
る
菖
蒲
〉、
す
な
わ
ち
サ
ト
イ
モ
科
の
菖
蒲
と
葉
の
形
が
似
通
っ
て
い
る
。
そ
し
て
菰
の
葉
も
菖
蒲
の
葉
と
類
似
す
る
形
状
（
剣
状
）
で
あ
る
。
　
〈
陸
奥
〉
を
歌
枕
と
し
て
、
葉
部
分
を
〈
か
つ
み
（
菰
）〉
で
代
用
し
、
擬
似
的
な
花
菖
蒲
を
創
作
し
た
の
が
、『
古
今
和
歌
集
』
六
七
七
番
歌
の
〈
花
か
つ
み
〉
で
は
な
か
っ
た
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
澤
潟
久
孝
氏
も
、
「
穂
の
出
た
菰
を
「
花
│
│
」
と
呼
ん
だ
と
は
考
へ
難
い
。
特
に
「
花
」
と
冠
す
る
以
上
は
、
あ
や
め
（
一
二
・
四
二
三
）
に
対
す
る
花
あ
や
め
の
よ
う
に
、
か
つ
み
が
菰
だ
と
し
た
ら
、
花
か
つ
み
は
、
菰
に
似
て
し
か
も
花
の
咲
く
も
の
、
即
ち
や
は
り
花
あ
や
め
（
今
い
ふ
あ
や
め
）
か
花
菖
蒲
（
共
に
あ
や
め
科
の
植
物
、
萬
葉
の
あ
や
め
は
今
の
菖
蒲
で
さ
と
い
も
科
の
植
物
）
と
い
ふ
事
に
な
り
そ
う
に
思
は
れ
る11注
。」
と
言
及
し
、
花
か
つ
み
の
〈
か
つ
み
〉
を
菖
蒲
の
葉
と
擬
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
　
『
今
鏡
』〔
三
六
三
〕
節
の
、「
陸
奥
国
に
菖
蒲
が
な
い
」
と
い
う
話
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
陸
奥
国
に
赴
任
し
た
中
央
府
の
人
間
が
、
現
地
の
花
菖
蒲
を
喩
え
る
の
に
菖
蒲
の
葉
と
似
た
〈
か
つ
み
（
こ
も
）〉
を
代
用
し
て
、〈
花
か
つ
み
（
花
＋
菖
蒲
な
の
だ
が
、
そ
の
概
念
が
陸
奥
国
に
な
い
）〉
＝
〈
花
菖
蒲
〉
と
し
て
創
作
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
　
『
古
今
和
歌
集
』
の
〈
花
か
つ
み
〉
は
、
方
言
〈
か
つ
み
〉
を
掛
け
た
〈
花
菖
蒲
〉
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
は
『
万
葉
集
』
の
〈
花
か
つ
み
〉
は
方
言
と
は
関
係
な
く
、
額
面
通
り
に
花
菖
蒲
を
指
し
て
い
た
と
主
張
し
た
い
。
　
先
述
し
た
が
、『
万
葉
集
』
六
七
五
番
歌
は
仙
覚
が
考
察
す
る
ま
で
、
第
四
句
【
か
つ
て
も
し
ら
ぬ
】
が
【
み
や
こ
も
し
ら
ぬ
】
と
誤
読
さ
れ
て
14
い
た
背
景
が
あ
る
。
し
か
し
、
六
七
五
番
歌
を
模
倣
し
た
『
古
今
和
歌
集
』
六
七
七
番
歌
は
【
か
つ
て
も
し
ら
ぬ
】
と
解
読
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
古
今
和
歌
集
』
六
七
七
番
歌
が
創
作
さ
れ
た
年
代
ま
で
は
、
中
国
六
朝
時
代
の
漢
文
知
識
が
生
き
て
い
た
と
み
え
る
。
　
す
る
と
誤
読
の
原
因
は
、
六
七
七
番
歌
が
〈
陸
奥
国
〉
と
い
う
歌
枕
を
挿
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
陸
奥
国
は
都
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
地
域
で
あ
る
。
六
七
七
番
歌
の
作
者
は
〈
都
〉
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
逡
巡
し
、
も
し
く
は
故
意
に
仕
組
ん
で
〈
か
つ
て
〉
と
〈
み
や
こ
〉、
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
受
取
れ
る
よ
う
に
、
和
歌
の
舞
台
を
陸
奥
国
に
設
定
し
た
と
推
測
で
き
る
。
　
ま
た
、『
万
葉
集
』
六
七
五
番
歌
の
「
を
み
な
へ
し
」
と
い
う
語
句
は
、
奈
良
時
代
に
は
鄙
の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
升
田
淑
子
氏
は
、
「
中
臣
女
郎
は
言
葉
の
伝
達
者
・
伝
承
者
と
し
て
鄙
の
文
化
に
も
関
心
を
寄
せ
る
女
郎
」
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る11注
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
中
央
貴
族
で
あ
っ
て
も
〈
を
み
な
へ
し
〉
を
用
い
て
和
歌
を
創
作
す
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。【
み
や
こ
も
知
ら
ぬ
】
と
い
う
誤
読
は
、
〈
を
み
な
へ
し
〉
が
鄙
で
あ
る
と
い
う
寓
意
を
持
つ
た
め
、
違
和
感
な
く
解
釈
で
き
て
し
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
　
す
な
わ
ち
、『
万
葉
集
』
の
〈
花
か
つ
み
〉
と
『
古
今
和
歌
集
』
の
〈
花
か
つ
み
〉
は
、
狭
義
的
に
は
作
者
の
想
像
・
意
図
す
る
根
本
的
な
認
識
の
違
い
か
ら
、別
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。し
か
し
広
義
的
に
は
、『
万
葉
集
』
『
古
今
和
歌
集
』
ど
ち
ら
の
花
か
つ
み
も
、
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
花
菖
蒲
類
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
の
で
は
な
い
か
。
お
わ
り
に
　
最
後
に
、
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
中
臣
女
郎
の
実
像
を
推
察
し
た
い
。
六
七
五
番
歌
は
、
歌
群
「
中
臣
女
郎
が
大
伴
宿
禰
家
持
に
お
く
る
歌
五
首
」
の
冒
頭
歌
で
あ
る
。
以
下
、
六
七
五
番
歌
を
含
め
た
五
首
を
挙
げ
る
。
を
み
な
へ
し　
佐
紀
沢
に
生
ふ
る　
花
か
つ
み　
か
つ
て
も
知
ら
ぬ　
恋
も
す
る
か
も
娘
子
部
四　
咲
沢
二
生
流　
花
勝
見　
都
毛
不
知　
恋
裳
摺
可
聞
海
の
底　
奥
を
深
め
て　
我
が
思
へ
る　
君
に
は
逢
は
む　
年
は
経
ぬ
と
も
海
底　
奥
乎
深
目
手　
吾
念
有　
君
二
波
将
相　
年
者
経
十
万
春
日
山　
朝
居
る
雲
の　
お
ほ
ほ
し
く　
知
ら
ぬ
人
に
も　
恋
ふ
る
も
の
か
も
春
日
山　
朝
居
雲
乃　
欝　
不
知
人
尓
毛　
恋
物
香
聞
直
に
逢
ひ
て　
見
て
ば
の
み
こ
そ　
た
ま
き
は
る　
命
に
向
か
ふ　
我
が
恋
止
ま
め
直
相
而　
見
而
者
耳
社　
霊
剋　
命
向　
吾
恋
止
眼
否
と
言
は
ば　
強
ひ
め
や
我
が
背　
菅
の
根
の　
思
ひ
乱
れ
て　
恋
15
ひ
つ
つ
も
あ
ら
む
不
欲
常
云
者　
将
強
哉
吾
背　
菅
根
之　
念
乱
而　
恋
管
母
将
有
　
こ
れ
ら
の
和
歌
を
確
認
す
る
と
、〈
佐
紀
沢
〉〈
春
日
山
〉
な
ど
、
序
詞
に
奈
良
の
地
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤
博
氏
は
、「
中
臣
女
郎
の
歌
五
首
は
「
流
下
型
対
応
構
成
」
に
あ
て
は
ま
る
」
と
指
摘
し
て
お
り11注
、
そ
の
点
を
加
味
す
る
と
、
中
臣
女
郎
は
和
歌
の
舞
台
を
〈
奈
良
〉
に
設
定
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
や
は
り
、
六
七
五
番
歌
〈
花
か
つ
み
〉
が
陸
奥
国
の
方
言
に
準
じ
た
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
　
ま
た
〈
花
か
つ
み
〉
と
い
う
語
句
は
こ
の
和
歌
が
初
出
で
あ
り
、
六
七
五
番
歌
以
前
に
も
同
語
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
す
る
と
、
こ
の
言
葉
は
中
臣
女
郎
の
造
語
と
い
う
可
能
性
が
高
く
な
る
。
　
し
か
し
、
歌
を
贈
ら
れ
た
家
持
は
『
万
葉
集
』
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
和
歌
集
に
載
せ
る
単
語
の
理
解
は
必
須
で
あ
る
。
ま
た
作
者
本
人
も
、
関
係
者
で
あ
る
家
持
に
、
曖
昧
な
造
語
を
付
し
た
和
歌
を
贈
る
こ
と
は
出
来
か
ね
る
だ
ろ
う
。
　
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
に
お
い
て
、
阿
蘇
氏
は
中
臣
女
郎
の
父
親
候
補
を
数
人
挙
げ
、「（
中
臣
）
意
美
麻
呂
の
孫
の
世
代
に
家
持
に
相
聞
歌
を
贈
る
女
性
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る11注
。
ま
た
中
西
進
氏
は
、
中
臣
女
郎
の
親
類
を
「
中
臣
と
い
え
ば
万
葉
の
資
料
保
管
に
さ
え
関
係
を
も
つ
か
と
も
思
わ
れ
る
右
大
臣
大
中
臣
清
麿
が
推
定
さ
れ
る
」
と
言
及
し
て
お
り11注
、
そ
の
指
摘
を
加
味
す
る
と
、〈
中
臣
清
麻
呂
〉
が
中
臣
女
郎
の
父
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
清
麻
呂
は
妻
が
丹
治
比
氏
で
あ
る
こ
と
で
家
持
と
親
戚
関
係
に
あ
り
、
後
に
右
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
、
万
葉
集
の
編
纂
に
も
助
力
し
た
と
お
ぼ
し
き
重
要
人
物
で
あ
る11注
。『
万
葉
集
』
巻
二
〇
に
は
、
清
麻
呂
宅
で
家
持
含
む
数
人
が
宴
を
催
す
様
子
や
故
聖
武
天
皇
を
偲
ぶ
和
歌
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
家
持
と
の
親
密
な
関
係
性
が
う
か
が
え
る
。
　
彼
の
娘
で
あ
れ
ば
、
家
持
が
無
碍
に
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
上
、
清
麻
呂
宅
で
何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
生
没
年
が
明
確
で
あ
る
清
麻
呂
の
子
息
に
中
臣
諸
魚
（
七
四
三
│
七
九
七
）
が
お
り
、
次
男
中
臣
子
老
の
没
年
が
七
八
九
年
で
あ
る
こ
と
も
加
味
す
る
と
、
七
三
〇
〜
七
四
〇
年
代
前
後
に
清
麻
呂
の
子
息
が
多
く
誕
生
し
て
い
る
と
い
え
る
。
同
年
代
に
女
郎
が
誕
生
し
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。
　
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
養
老
二
年
生
ま
れ
で
あ
る
家
持
と
中
臣
女
郎
は
、
相
当
に
年
齢
が
離
れ
て
い
る11注
。
政
略
結
婚
で
も
な
い
限
り
、
中
臣
女
郎
が
恋
愛
感
情
を
家
持
に
抱
く
事
も
、
そ
の
逆
も
無
い
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
　
事
実
、『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、
大
中
臣
（
元
・
中
臣
）
清
麻
呂
女
は
藤
原
巨
勢
麻
呂
の
子
息
、
瀧
麻
呂
と
婚
姻
し
て
お
り
、
こ
の
女
性
が
女
郎
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
女
は
藤
原
家
に
嫁
い
だ
も
の
と
み
え
る1注注
。
嫁
ぐ
相
手
を
想
い
和
歌
を
詠
ん
だ
と
す
る
と
、
家
持
が
返
歌
を
し
な
い
の
も
道
理
で
あ
る
。
　
し
か
し
、親
し
い
友
人
の
娘
で
あ
り
、恋
愛
感
情
が
な
い
か
ら
こ
そ
〈
花
か
つ
み
〉
と
い
う
造
語
を
家
持
は
理
解
し
、
造
語
を
含
む
六
七
五
番
歌
を
許
容
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
巻
十
七
〜
二
〇
は
、
家
持
の
「
歌
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
私
情
が
色
濃
い11注
。
同
じ
く
第
四
期
の
人
間
で
、
家
持
と
親
し
い
関
係
性
で
あ
れ
ば
、
妥
協
が
通
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
16
も
し
れ
な
い
。
　
以
上
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、〈
花
か
つ
み
〉
が
造
語
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
女
が
清
麻
呂
の
娘
と
い
う
立
場
に
あ
る
の
が
、
最
も
蓋
然
性
が
高
く
、
違
和
感
も
無
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
の
成
り
立
ち
や
保
存
を
考
え
て
も
、
清
麻
呂
ら
中
臣
氏
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
看
過
で
き
な
い
。
研
究
課
題
と
し
て
、
検
討
を
続
け
た
い
。
注１　
升
田
淑
子
「
万
葉
思
ひ
草　
二　
│
│
を
み
な
へ
し
幻
想
│
│
」
『
学
苑
』
七
六
八
号　
昭
和
女
子
大
学　
二
〇
〇
四
年
十
月
。
２　
小
島
憲
之　
木
下
正
俊　
東
野
治
之
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
①
』
小
学
館　
一
九
九
四
年
。
巻
四
・
三
四
一
頁
よ
り
。
以
後
、
注
記
の
無
い
場
合
、
万
葉
歌
は
「
新
日
本
古
典
文
学
全
集
」『
萬
葉
集
』
か
ら
引
用
す
る
。
３　
近
年
の
注
釈
で
は
『
新
日
本
古
典
文
学
全
集
』、『
萬
葉
集
全
注
』
（
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注
』
巻
第
四　
有
斐
閣　
一
九
八
三
年
。
三
〇
七
、
三
〇
八
頁
）、『
万
葉
集
全
解
』（
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
』
２　
筑
摩
書
房　
二
〇
〇
九
年
。
一
二
六
頁
）、『
萬
葉
集
全
註
釋
』（
武
田
祐
吉
『
萬
葉
集
全
註
釋
』
五　
巻
の
四
・
五　
角
川
書
店　
一
九
五
七
年
。
二
六
〇
、
二
六
一
頁
）、『
萬
葉
集
注
釋
』（
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
』
巻
第
四　
中
央
公
論
社　
一
九
五
九
年
。
四
五
一
〜
四
五
六
頁
）、『
萬
葉
集
釋
注
』（
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
』
二　
集
英
社　
一
九
九
六
年
。
五
九
五
〜
五
九
九
頁
）。
古
い
研
究
で
は
『
花
か
つ
み
考
（
藤
塚
知
明
）』（
藤
原
知
明
著
・
奈
良
女
子
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
館
蔵
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
所
収
『
花
か
つ
み
考
』
国
文
学
研
究
資
料
館
。）
な
ど
が
〈
花
菖
蒲
説
〉
を
主
張
し
、
対
し
て
『
古
事
類
苑
』
（『
古
事
類
苑
』
植
物
部　
洋
巻
・
第
一
巻　
株
式
会
社
東
京
築
地
活
版
製
造
所　
一
九
一
一
年
。九
三
〇
頁
）、『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
（
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
第
二
巻　
笠
間
書
院　
二
〇
〇
六
年
。
六
九
〇
〜
六
九
四
頁
）、
古
く
は
『
能
因
歌
枕
』（
佐
佐
木
信
綱
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻　
文
明
社　
一
九
四
〇
年
。
所
収
、『
能
因
歌
枕
』。
一
二
四
頁
）
な
ど
が
〈
真
菰
説
〉
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
〈
真
菰
説
〉
を
検
討
す
る
際
、〈
真
菰
〉
も
し
く
は
〈
菰
〉
と
表
記
が
都
度
変
動
す
る
が
、
植
物
と
し
て
は
同
義
で
あ
る
。
４　
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
五　
大
修
館
書
店　
一
九
六
七
年
。
三
七
三
頁
。
５　
北
原
保
雄
編
『
全
文
全
訳
古
語
辞
典
』
小
学
館　
二
〇
〇
四
年
。
【
摺
り
裳
】
項
。
６　
竹
鼻
績
『
今
鏡
』（
下
）
全
訳
注　
講
談
社　
一
九
八
四
年
。
打
聞　
第
十　
敷
島
の
打
聞　
〔
三
六
三
〕。
五
二
二
、
五
二
三
頁
。
７　
竹
鼻
績
『
今
鏡
』（
下
）
全
訳
注　
打
聞　
第
十　
敷
島
の
打
聞　
〔
三
六
三
〕。
五
二
五
〜
五
二
七
頁
。【
補
説
】
よ
り
。
８　
『
日
本
国
語
大
辞
典　
第
二
版
』
小
学
館　
二
〇
〇
〇
年
。【
菖
蒲
葺
】
項
。
９　
拙
稿
「
藤
原
実
政
考
」『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
第
38
集　
新
典
17
社　
二
〇
一
九
年
。
一
三
六
、
一
三
七
頁
。
10　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
・
校
訂
増
補
五
十
音
引　
国
学
院
編
『
勅
撰
作
者
部
類
』
六
合
館　
一
九
〇
二
年
。
二
〇
六
頁
。
11　
小
林
祥
次
郎
「
あ
や
め　
│
│
季
語
遡
源
│
│
」『
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
』№
28　
一
九
九
六
年
三
月
。
二
〇
四
頁
。
12　
株
式
会
社
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
「
日
本
文
学W
EB
図
書
館
」
所
収
、「
和
歌
・
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
よ
り
。
「
花
し
ょ
う
ぶ
」
は
、〔
花
し
ょ
う
ぶ
、
花
さ
う
ぶ
、
は
な
し
ょ
う
ぶ
、
は
な
さ
う
ぶ
〕、「
花
あ
や
め
」
は
、〔
花
あ
や
め
、
は
な
あ
や
め
〕、「
あ
や
め
」
は
〔
菖
蒲
、
あ
や
め
〕
で
検
索
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
句
検
索
、
語
句
検
索
の
両
方
を
和
歌
・
俳
諧
問
わ
ず
行
っ
た
。
13　
久
保
田
淳
監
修　
石
川
一
・
山
本
一
著
「
和
歌
文
学
大
系
58
」『
拾
玉
抄
（
上
）』
明
治
書
院　
二
〇
〇
八
年
。
三
一
七
頁
。
14　
長
谷
川
端
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
56
」『
太
平
記
③
』
小
学
館　
一
九
九
七
年
。
巻
第
二
十
一
「
覚
一
真
性
連
平
家
の
事
」
四
四
頁
。
15　
佐
佐
木
信
綱
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻　
文
明
社　
一
九
四
〇
年
。
所
収
『
俊
頼
髄
脳
』、
二
三
〇
頁
。
16　
監
修
／
徳
川
宗
賢　
編
集
委
員
／
徳
川
宗
賢
・
佐
藤
亮
一　
基
礎
資
料
収
集
／
大
岩
正
仲　
編
／
小
学
館
辞
典
編
集
部
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
小
学
館　
一
九
八
九
年
。〔
か
つ
み
〕
項
。
17　
『
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）』〔
風
俗
歌
〕
項
／
【
底
本
】　
監
修
／
松
村
明　
編
集
委
員
／
池
上
秋
彦
・
金
田
弘
・
杉
崎
一
雄
・
鈴
木
丹
士
郎
・
中
嶋
尚
・
林
巨
樹
・
飛
田
良
文　
編
集
協
力
／
曽
根
脩
『
大
辞
泉 
第
二
版
』
小
学
館　
二
〇
一
二
年
。
18　
竹
鼻
績
『
今
鏡
』（
下
）
全
訳
注　
打
聞　
第
十　
敷
島
の
打
聞
〔
三
六
三
〕。
五
二
五
頁
。【
補
説
】
よ
り
。
19　
小
林
氏
前
掲
論
文
（
注
11
）。
一
九
九
、
二
〇
〇
頁
。
20　
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11
」『
古
今
和
歌
集
』
小
学
館　
一
九
九
四
年
。
巻
第
十
四　
恋
歌
四
、
二
六
三
頁
。
21　
木
下
正
俊
『
萬
葉
集
全
注
』
巻
第
四　
有
斐
閣　
一
九
八
三
年
。
【
注
】
三
〇
八
頁
。
22　
『
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
小
学
館　
一
九
九
四
年
。
〔
カ
キ
ツ
バ
タ
〕〔
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
〕
項
。
23　
改
訂
新
版
『
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社　
二
〇
一
四
年
。〔
マ
コ
モ
〕
項
。
24　
近
江
源
太
郎
監
修　
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
編
集
室
構
成
・
文
『
色
の
名
前
』
角
川
書
店　
二
〇
〇
〇
年
。
八
二
頁
。
25　
木
船
重
昭
『
後
撰
和
歌
集
全
釈
』
笠
間
書
院　
一
九
八
八
年
。
一
〇
九
、
一
一
〇
頁
。
26　
上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社　
二
〇
〇
一
年
。〔
良
岑
義
方
〕
項
。
27　
注（
25
）に
同
じ
。
28　
青
木
賢
豪
・
家
永
香
織
・
久
保
田
淳
・
辻
勝
美
・
吉
野
朋
美
「
和
歌
文
学
大
系
15
」『
堀
河
院
百
首
和
歌
』
明
治
書
院　
二
〇
〇
二
年
。
五
二
頁
。
18
29　
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９
」『
萬
葉
集
④
』
小
学
館　
一
九
九
六
年
。
三
九
二
一
番
歌
・
一
五
九
頁
、
校
注
よ
り
。
30　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９
」『
萬
葉
集
④
』。
三
八
八
五
番
歌
・
一
三
八
頁
、
校
注
よ
り
。
31　
福
島
千
賀
子
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
遊
猟
の
歌　
│
│
薬
猟
を
中
心
に
」『
日
医
大
基
礎
科
学
紀
要
』
第
二
号　
一
九
八
二
年
二
月
。
十
七
、
十
八
頁
、
二
七
・
二
八
頁
。
福
島
氏
は
、
該
当
部
に
お
い
て
、
杉
山
二
郎
「
薬
狩
考
」（『
朝
鮮
学
報
』
第
六
十
一
輯
昭
和
四
六
年　
九
九
頁
）、
及
び
、
和
田
萃
「
薬
猟
と
『
本
草
集
注
』」
（『
史
林
』
六
一
巻
三
号　
一
九
七
八
年
五
月
）、
各
氏
の
論
を
参
考
さ
れ
て
い
る
。
32　
福
島
氏
前
掲
論
文
（
注
31
）。
二
八
頁
。
33　
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
大
辞
典
』
角
川
書
店　
一
九
九
九
年
。〔
杜
若
〕
項
。
34　
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋
』
巻
第
四　
中
央
公
論
社　
一
九
五
九
年
。
四
五
二
、
四
五
三
頁
。
旧
字
体
を
一
部
新
字
体
に
改
め
た
。
35　
升
田
淑
子
「
万
葉
思
ひ
草　
三　
│
│
を
み
な
へ
し
幻
想
│
│
」
『
学
苑
』
七
六
九
巻　
二
〇
〇
四
年
十
一
月
。
八
一
頁
。
36　
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
』
二　
集
英
社　
一
九
九
六
年
。
五
九
六
、
五
九
七
頁
。
37　
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
』
第
２
巻　
笠
間
書
院　
二
〇
〇
六
年
。
六
四
二
頁
。
38　
中
西
進
「
万
葉
論
集　
第
五
巻
」『
万
葉
史
の
研
究
（
下
）』
講
談
社　
一
九
九
六
年
。「
十
一　
女
歌　
第
一
章　
天
平
の
女
た
ち
四
・
女
郎
群
」
二
八
三
頁
。
39　
『
群
書
類
聚
』
巻
第
百
七
十
七　
所
収
「
大
中
臣
系
図
」
百
十
九
頁
。〔
清
麻
呂
〕
項
に
「
母
多
治
比
志
麻
呂
真
人
女
」
と
あ
る
。
40　
上
田
正
昭
・
西
澤
潤
一
・
平
山
郁
夫
・
三
浦
朱
門
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社　
二
〇
〇
一
年
。〔
大
伴
家
持
〕
項
。
41　
『
尊
卑
分
脈
』
巻
二
。（
四
一
八
頁
）。
42　
神
野
志
隆
光
『
万
葉
集
を
ど
う
読
む
か
│
│
歌
の
「
発
見
」
と
漢
字
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会　
二
〇
一
三
年
。
九
章
よ
り
。
